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小
野
市
立
好
古
館
「
地
域
展
」
につ
い
て

坂
江
　
渉

は
じ
め
に

　

二
○
○
二（
平
成
十
四
）年
か
ら
毎
年
、小
野
市
立
好
古
館
に
お
い
て
、

「
地
域
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
原
則
と
し
て
小
野
市
内
の

小
学
校
を
単
位
に
し
つ
つ（
お
お
よ
そ
旧
行
政
村
と
重
な
る
）、各
地
区（
お

お
よ
そ
旧
村
と
重
な
る
）
の
歴
史
文
化
に
光
を
あ
て
た
特
別
展
で
あ
る
。

展
示
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
代
表
す
る
文
化
財
や
絵
図
・
古
文

書
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
地
元
の
子
供
た
ち
が
共
同
で
調
べ
上
げ

た
学
習
成
果
が
掲
示
さ
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
る
（
二
部
構
成
）。

　

神
戸
大
学
は
小
野
市
と
の
間
で
、
二
○
○
五
年
一
月
、
社
会
文
化
分

野
で
の
連
携
に
関
す
る
包
括
協
定
を
結
ん
だ
。
そ
れ
以
降
、
総
合
大
学

の
強
み
を
発
揮
し
て
、
多
様
な
角
度
か
ら
こ
の
地
域
展
作
り
に
協
力
す

る
と
と
も
に
、
本
展
を
博
物
館
の
学
芸
員
を
め
ざ
す
学
生
た
ち
の
実
践

的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場
と
し
て
き
た
。
評
者
も
二
○
○
六
年
以

来
、
毎
年
こ
の
事
業
に
協
力
し
、
展
示
会
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
を
な
が
め
て
き
た
。
小
稿
で
は
、
地
域
展
開
催
の
意
義
と
成
果
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

一
　
子
供
た
ち
の
調
べ
学
習
の
成
果

　

ま
ず
こ
れ
ま
で
八
回
開
か
れ
て
き
た
展
示
会
の
テ
ー
マ
を
示
す
と
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
（
括
弧
内
は
展
示
会
期
）。

•	

二
○
○
二
年
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
・
阿
形

―
村
方
文
書
か
ら
見

た
村
」（
二
月
十
五
日
～
三
月
二
日
）

•	

二
○
○
三
年
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
・
中
番
」（
二
月
十
四
日
～
三
月

七
日
）

•	

二
○
○
四
年
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
・
黍
田
」（
六
月
十
九
日
～
七
月

十
九
日
）

•	
二
○
○
五
年「
青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
世
界

―
河
合
地
区
の
近
世
・

近
代
か
ら
現
代

―
」（
十
月
一
日
～
十
一
月
二
十
七
日
）

•	

二
○
○
六
年
「
太
閤
検
地
と
河
合
郷

―
河
合
地
区
の
近
世
・
近
代
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か
ら
現
代
」（
十
月
十
四
日
～
十
一
月
二
十
六
日
）

•	
二
○
○
七
年
「
河
合
地
区
の
古
代
・
中
世
遺
跡
と
赤
松
氏
」（
十
月

二
日
～
十
一
月
二
十
五
日
）

•	

二
○
○
八
年
「
来
住
地
区
の
近
世
・
近
代
か
ら
現
在
」（
十
一
月
一

日
～
十
二
月
十
四
日
）

•	

二
○
○
九
年
「
大
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史

―
来
住
地
区
の
古
代
・
中

世

―
」（
十
月
三
十
日
～
十
二
月
十
三
日
）

　

最
初
の
三
ヶ
年
の
展
示
テ
ー
マ
に
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
」
と
い
う

言
葉
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
展
は
あ
く
ま
で
小
野
市
内
の
地

域
の
人
々
が
愛
着
を
も
つ
地
域
文
化
の
特
徴
を
改
め
て
捉
え
直
し
、
そ

れ
を
若
い
世
代
に
継
承
し
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
子
供
た
ち
が
調
べ
る
学
習
テ
ー
マ
は
、「
地
名
」「
屋
号
」「
小
字
名
」

「
道
と
道
標
」「
田
ん
ぼ
と
水
利
」「
年
中
行
事
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
の
生
活
に
根
ざ
し
た
、ご
く
普
通
の
項
目
が
選
び
出
さ
れ
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
、
七
、八
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た

子
供
た
ち
が
（
小
学
生
と
中
学
生
）、
地
区
内
の
大
人
や
老
人
た
ち
か
ら

聞
き
取
り
を
お
こ
な
い
、
あ
る
い
は
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
実
施
す

る
（
教
師
の
支
援
が
あ
る
）。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
伝
え

守
ら
れ
て
き
た
伝
承
や
記
憶
が
世
代
間
で
伝
達
さ
れ
る
よ
う
仕
組
ま
れ

る
と
と
も
に
、
異
世
代
同
士
が
交
流
す
る
機
会
も
創
出
さ
れ
る
わ
け
で

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
子
供
た
ち
と

高
齢
者
と
の
結
び
つ
き

が
、
こ
れ
を
通
じ
て
急
激

に
深
ま
る
効
果
が
上
が
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

か
つ
て
は
挨
拶
も
し
な

か
っ
た
同
士
が
、
地
区
内

で
す
れ
違
う
際
、
挨
拶
を

す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

徐
々
に
で
は
あ
る
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
の
き
ざ
し
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
で
き
あ
が
っ
た
学
習
成
果
は
、
各
グ

ル
ー
プ
毎
に
模
造
紙
に
ま
と
め
ら
れ
（
夏
休
み
中
）、
展
示
会
で
公
開

さ
れ
、
さ
ら
に
カ
ラ
ー
刷
り
の
立
派
な
展
示
図
録
に
も
収
め
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
昨
年
度
の
地
域
展
「
大
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史

―
来
住
地

区
の
古
代
・
中
世

―
」
で
展
示
さ
れ
た
子
供
た
ち
の
作
品
テ
ー
マ
は
、

「
昔
の
人
が
造
っ
た
た
め
池
の
ま
か
せ
溝
と
塔
の
池
水
路
」「
下
来
住
町

の
地
名
と
小
字
」「
田
ん
ぼ
の
水
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
」「
１
区
の
む

か
し
の
道
と
今
の
道
」「
下
来
住
町
２
組
の
小
字
名
」「
昔
の
通
学
路
と

子供たちの調べ学習展示コーナー眺める見学者
（2009 年）
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古
い
道
」「
加
古
川
で
行
わ
れ
た
漁
」「
い
つ
ま
で
も
伝
え
た
い
昔
の
屋

形
の
よ
う
す
」「
下
来
住
町
４
区
の
小
字
」「
今
と
昔
の
学
校
道
」「
楽

し
み
い
っ
ぱ
い
通
学
路
」「
原
の
昔
と
今
の
道
」「
道
・
今
昔
」「
莇
・

家
老
戸
谷
か
ら
小
学
校
へ
の
道
」「
岩
倉
・
福
甸
の
通
学
路
の
移
り
変

わ
り
」「
む
か
し
の
水
利
」「
今
と
昔
の
学
校
道
」「
阿
形
町
の
水
の
な

が
れ
」「
西
脇
町
の
地
名
」「
今
と
昔
の
通
学
路
」「
西
脇
町
の
水
路
に

つ
い
て
」
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
も
地
域
に
と
っ
て
何

気
な
い
身
近
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
他
の
地
域
の
人
々
に

は
ほ
と
ん
ど
関
心
の
わ
か
な
い
テ
ー
マ
か
も
知
れ
な
い
が
、
来
住
地
区

の
人
々
に
と
っ
て
は
愛
着
の
あ
る
内
容
で
あ
る
。
と
く
に
戦
前
の
古
い

地
図
な
ど
も
用
い
た
「
道
」
の
復
元
図
の
展
示
な
ど
は
、
多
く
の
地
元

住
民
が
関
心
を
寄
せ
る
コ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、
展
示
会
の
見
学
者
が
し
ば

し
ば
立
ち
止
ま
っ
て
話
し
合
う
場
面
も
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
展
示
の
仕
方
に
よ
り
、
小
野
市
立
好
古
館
の
年
間
入
場

者
数
は
、
地
域
展
の
開
始
以
降
、
大
幅
に
増
加
し
、
二
〇
〇
一
年
頃
ま

で
平
均
し
て
約
五
、六
○
○
○
人
だ
っ
た
入
場
者
数
は
、
二
〇
〇
三
年

以
降
の
平
均
は
、
そ
れ
ま
で
の
約
二
倍
以
上
の
一
万
二
○
○
○
人
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
（
人
口
比
約
二
○
％
以
上
）。
地
域
展
の
開
催
は
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
ば
か
り
か
、
博
物
館
自
身
の
運
営
に
も
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

な
お
右
に
示
し
た
昨
年
度
の
調
べ
学
習
テ
ー
マ
か
ら
窺
え
る
よ
う
に

（「
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
通
学
路
」
な
ど
）、
子
供
た
ち
の
展
示
の
や
り
方
は
、

年
々
、
人
を
惹
き
つ
け
る
工
夫
度
合
い
が
増
し
て
き
た
感
が
あ
る
。
模

造
紙
上
の
叙
述
や
レ
イ
ア
ウ
ト
も
、
当
初
と
比
べ
て
か
な
り
上
達
し
て

き
た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
こ
れ
も
子
供
た
ち
を
主
役
と
す
る
地
域

展
を
支
援
す
る
、
父
兄
や
地
元
の
方
々
の
熱
意
の
あ
ら
わ
れ
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

二
　
学
術
的
な
共
同
研
究
の
成
果
と
展
示

　

一
方
、
専
門
的
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
学
芸
員
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
地
域
内
の
関
連
す
る
考
古
遺
物
や
指
定
文
化
財
が
展
示
さ
れ

る
ほ
か
、
可
能
な
限
り
、
地
域
の
文
献
史
料
や
歴
史
遺
産
を
素
材
と
す

る
、
大
学
と
の
共
同
研
究
の
成
果
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
る
。

　

例
え
ば
、
二
○
○
五
年
の
「
青
野
原
俘
虜
収
容
所
の
世
界

―
河
合

地
区
の
近
世
・
近
代
か
ら
現
代

―
」
展
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中

の
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
兵
捕
虜
と
河
合
地
区
の
住
民
と
の
交
流
を

示
す
い
く
つ
か
の
遺
物
が
共
同
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
展
示



『LINK』Vol.2　2010 年 8月

150

品
の
多
く
が
見
学
者
の
大
き

な
関
心
を
呼
ん
だ
。
ま
た
そ

の
後
、
本
展
を
捕
虜
た
ち
の

祖
国
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
開

く
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
つ

い
に
二
○
○
八
年
九
月
～
十

月
に
は
、「
里
帰
り
」
と
銘

打
っ
た
展
示
会
が
オ
ー
ス
ト

リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
の
国
家
文

書
館
で
開
催
さ
れ
た
（
発
見

さ
れ
た
楽
譜
に
も
と
づ
き
捕
虜
兵
の
演
奏
会
を
再
現
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
開

か
れ
た
）。
地
域
展
を
め
ぐ
る
地
道
な
研
究
成
果
は
、
世
界
と
も
結
ぶ

国
際
的
な
事
業
に
も
発
展
す
る
形
に
な
っ
た
。

　

ま
た
こ
の
ほ
か
展
示
会
の
図
録
に
は
、
展
示
品
の
解
説
な
ど
と
と
も

に
、
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
論
考
が
載

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
こ
で
は
な
る
べ
く
住
民
の
関
心
に
即
し

た
身
近
な
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
、
そ
の
研
究
成
果
が
わ
か
り
易
く
示
さ
れ

る
。
二
○
○
七
年
開
催
の
「
河
合
地
区
の
古
代
・
中
世
遺
跡
と
赤
松
氏
」

の
図
録
で
は
、
河
合
西
地
区
に
残
る
絵
図
や
検
地
帳
な
ど
を
素
材
に
し

て
、
同
地
区
の
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
「
小
字
」
名
の
変
遷

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
域
の
人
々
の
興
味
を
ひ
い
た
（
木
村
修
二
「
河

合
西
地
区
の
『
小
字
』
の
変
遷
」『
小
野
市
立
好
古
館　

秋
季
特
別
展
図
録
』

小
野
市
立
好
古
館
、
二
○
○
七
年
）。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
野
市
立
好
古
館
の
地
域
展
は
、
子
供
た
ち
の
手

作
り
感
の
あ
ふ
れ
た
地
域
性
と
、
専
門
性
と
を
融
合
し
た
特
色
あ
る
展

示
会
企
画
と
な
っ
て
い
る
。
評
者
は
、
本
展
が
地
域
遺
産
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
か
な
り
有
効
な
方
策
の
一
つ
と
考
え
る
。
今
後
、
こ
れ

を
参
照
に
し
た
展
示
会
づ
く
り
が
各
地
で
広
が
り
、
地
域
社
会
と
博
物

館
の
活
性
化
が
進
め
ば
幸
い
で
あ
る
。

青野原俘虜収容所の世界展で展示された「俘虜
のビリヤード台」（2005 年）




